
『
文
教
国
文
学
』
第
１８
号

文

政
初
年
読
本

取
締

一
件
補
遣

一

拙
締

『
読
本
の
世
界
―
江
戸
と
上
方
―
』
所
収

″
江
戸
読
本
の
展

開
　
文
政
年
間
”
の
拙
論
に
お
い
て
、
文
政
初
年
に
お
け
る
出
板
取

締
り
に
関
す
る
当
局
の
施
策
が
、
読
本
出
板
の
在
り
様
に
い
か
に
影

響
を
与
え
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
た
。

『
大
阪
本
屋
仲

間
記
録
』
（清
文
堂
刊
）
を
主
た
る
資
料
と
し
て
記
述
し
た
の
で
あ
る

が
、
枚
数
の
関
係
も
あ
っ
て
全
て
の
資
料
を
提
示
す
る
に
至
ら
な
か

っ
た
的
こ
こ
で
は
、
前
出
拙
論
と
重
複
す
る
け
れ
ど
も
、
補
遺
と
し

て
当
該
資
料
を
全
て
提
示
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
大
方
の
御
批
正

を
得
た
い
。二

文
政
初
年
の
出
板
取
締
り
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
締
め
付
け
が
あ

つ
た
ら
し
い
と
気
付
い
た
の
は
、
馬
琴
の
書
簡
の
記
述
か
ら
で
あ
る
。

横

山

そ
れ
は

『
馬
琴
書
簡
集
―
翻
刻
編
　
・
―
』
（天
拠
図
書
館
善
本
叢
書
・
木
村

三
四
吾
校
）
所
収
の
次
の
書
簡
で
あ
る
。

一　
文
政
五
年
間

一
月

一
日
篠
斎
宛

全
異
端
書
）

「闇
正
月
朔
日
出
」

（篠
斎
筆
）

一　
巡
島
記
五
編
板
元
手
遠

二
付
、
初
校

ハ
梓
へ
申
付
ケ
、
ウ
ハ
直

し
斗
拙
者
い
た
し
、
三
度
め
校
合
者
琴
魚
様
ヲ
労
し
候

二
付
、

彼
御
方
方
あ
ら
ま
し
御
聞
被
成
‐候
よ
し
、
承
知
仕
候
。
そ
れ
も
、

板
元
甚
急
ギ
候
間
、
四
冊

二
て
出
板
の
つ
も
リ
ニ
御
座
候
。
四

卿候二貨五ノ、隠鞭仰杯岩（申離中舶剤雅」孤挽軸難
二込御の暢候二鞠

此
段
、
甚
長
し
。
こ
の
上
の
功
果
て
、
朝
夷
が
鎌
倉
入

二
な
り

候
。
か
ゝ
れ
バ
、
鎌
倉
の
段

ハ
六
編
の
三
冊
め
あ
た
り
渉
末
々

迄
也
。
鎌
倉
へ
追
込
候
て
者
、
御
説
の
ご
と
く
、
正
史
実
録
に

縛
ら
れ
候
故
、
却
を
か
し
か
ら
ず
。
そ
こ
ヲ
又
、
切
ぬ
け
候
趣

向
も
御
座
候
。
何
分

二
も
長
キ
物

二
て
、
実

ハ
倦
果
候
故
、
は

や
く
切
り
上
ゲ
度
存
候

へ
ど
も
、
止
場
も
な
く
、
何
編

二
て
終

チIS

治
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り
可
申
哉
、
只
拾
払
鞘
斗
候
。
い
つ
ま
で
も
板
元
ほ
り
立
候

ハ

静府軸約球卵競政二ぁり、′、れ銅碑雑ガ許維ば郵牌彬へ三瑯

残
見
せ
候
て
、
い
よ
ノ
ヽ
故
障
無
之
と
申
候
ヲ
承
り
届
、
其
上

二
て
改
方
名
主
へ
出
し
尚
叉
改
ヲ
受
、
又
そ
の
上
二
て
出
板
フ

ゆ
る
し
候
故
、
こ
と
の
外
時
日
お
く
れ
候
事
二
御
座
候
。
此
度
、

巡
島
記
出
板
之
及
延
引
候
も
、
こ
れ
ら
の
故
に
御
座
候
。
ケ
様

に
む
つ
か
し
く
の
ミ
な
り
行
候
間
、
板
元
も
ホ
ツ
ト
い
た
し
可

中
候
。
左
候

ヘ
バ
、
す
ゑ
か
ヽ
迄
ほ
り
立
可
申
哉
否
、
難
斗
候
。

い
づ
れ
二
も
臨
機
応
変

二
て
、
只
今

ハ
決
し
が
た
く
候
。
俗
に

い
ふ
、
天
道
ま
か
せ
と
存
候
の
ミ
。

巡
島
記
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
文
面
で
あ
る
が
、

そ
の
出
板
事
情
に
つ
い
て
何
か
困
っ
た
事
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を

も
報
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
政
五
年
の

″
聞
正
月
朔
日
出
■
の
手

紙
に
、　
″
昨
年
方
々
と
記
し
て
い
る
の
は
、
文
政
四
年
の
こ
と
と
い

う
よ
り
文
政
三
年
の
こ
と
を
指
す
よ
う
で
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
年

か
ら

″
三
都
書
林
申
し
合
せ
，
で
、
ま
ず

″
稿
本
ヲ
三
都
の
書
林
中

へ
不
残
見
せ
候
て
力
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
で

″
故
障
無
之
″

と
な
れ
ば

″
承
り
届
″

て
、
叉
そ
れ
を

″
改
方
名
主
”
　
へ
提
出
、

″
尚
又
改
フ
受
”
て
や
っ
と

〃
出
板
々
と
い
う
段
取
と
な
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
れ
で

″
こ
と
の
外
時
日
お
く
れ
候
″
と
な
っ
て
、
馬

琴
は
大
げ
さ
に

″
天
道
ま
か
せ
と
存
候
の
ミ
々
と
嘆
い
て
み
せ
る
の

で
あ
る
。

三
都
書
林
の
申
し
合
せ
と
は
言
っ
て
も
、
書
津
仲
間
で
自
分
自
身

の
仕
事
に
手
架
足
架
を
は
め
る
よ
う
な
申
し
合
せ
を
す
る
は
ず
も
な

い
の
で
、
こ
れ
は
当
然
当
局
の
意
向
に
よ
っ
て
書
難
仲
間
が
自
制
処

置
を
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
当
局
側
の
意
向
が
、
当

時
の
本
屋
仲
間
の
資
料
の
中
と
か
、
出
板
動
向
の
う
ち
に
と
か
に
反

映
し
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

馬
琴
の
読
本
出
板
の
在
り
様
に
つ
い
て
も
、
こ
の
数
年
出
板
絶
無

と
い
う
状
態
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
後
年
馬
琴
は

『
近
世

物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』

（巻
之
一一上
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

○
　
　
丙
子
年
又
八
犬
伝
第
二
報
巡
嶋
記
第
二
編
各
五
巻
を
綴
る
こ

の
二
書
世
評
い
よ
′
土
向
か
り
文
政
元
年
戴
巡
嶋
記
第
二
編
五
巻

八
犬
伝
第
二
報
五
巻
を
綴
る
又
知
音
の
評
書
犬
夷
評
判
記
嫌
二

巻
を
校
関
し
て
共
に
刊
行
せ
ら
る
庚
辰
年
叉
巡
嶋
記
第
四
編
五

巻
八
犬
伝
第
四
輯
五
巻
を
綴
る
辛
巳
年
巡
嶋
記
第
五
編
五
巻
壬

午
の
年
八
犬
伝
第
五
輯
六
巻
を
綴
る
こ
の
後
三
四
年
合
巻
冊
子

の
諸
板
元
そ
の
需
繁
多
な
る
故
に
し
は
ら
く
読
本
を
作
ら
す
丙
威

年
巡
嶋
記
第
六
編
五
巻
八
犬
伝
第
六
輯
六
冊
を
綴
る
朝
夷
巡
鳴

記
は
大
阪
の
書
買
河
内
屋
太
助
板
也
是
よ
り
先
太
助
其
子
に
本

店
を
譲
り
与
へ
て
そ
の
身
は
二
男
と
共
に
別
宅
し
て
太

一
郎
と

改
名
し
け
り
後
の
太
助
か
所
為
す
へ
て
曲
亭
の
意
に
憾

ハ
す
こ

の
故
に
杜
絶
し
て
七
編
以
下

ハ
そ
の
需
に
応
せ
す
数
年
を
歴
て

―- 27 -



江
戸
京
橋
な
る
新
書
林
中
村
屋
幸
蔵
と
い
ふ
も
の
巡
嶋
記
第
七

編
以
下
を
続
刻
せ
ま
く
欲
り
し
て
浪
華
に
赴
き
て
こ
の
義
を
後

の
河
内
屋
太
助
と
謀
る
に
そ
の
利
を
多
く
分
た
ん
と
い
と
に
よ

胸却は鋼“締輔嗣兜蔽梅舞観規等雅りヵ、也へ年こり嫌蒙晩町乾

巡
島
記
出
板
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
を
提
示
し
た
が
、
文
政
五
年

以
後
の
こ
と
に
つ
い
て

″
こ
の
後
三
四
年
合
巻
冊
子
の
諸
板
元
そ
の

需
繁
多
な
る
故
に
し
は
ら
く
読
本
を
作
ら
す
々
と
原
因
を
他
に
求
め

て
軽
く
触
れ
る
に
止
ま
る
、
篠
斎
宛
書
簡
に
見
ら
れ
た
嘆
き
は
少
し

も
う
か
が
え
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
前

後
馬
琴
の
合
巻
著
述
が
急
増
し
た
徴
候
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
二
十
数
年
経
っ
て
の
回
顧
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
強
記
の
馬

琴
と
て
も
記
憶
が
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
は
馬
琴
最
班
年
に
近
い
著
述
で
は

あ
っ
た
が
、　
一
般
に
老
齢
の
人
は
昔
の
こ
と
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
や
強
記
を
特
意
と
す
る
馬
琴
の
こ
と
、
自

分
の
心
血
を
注
い
だ
読
本
の
出
板
事
情
に
つ
い
て
記
憶
不
鮮
明
と
い

う
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
篠
斎
宛
書
衡
の
内
容
が
嘘
と
も
思
え

な
い
の
で
、
当
局
に
対
す
る
暉
り
で
筆
を
瞑
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
は
元
来
公
刊
の
予
定
の
全
く
な
い

著
述
で
あ
っ
た
か
ら
、
左
程
当
局
の
意
向
を
気
に
し
な
く
て
も
よ
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
カミ
、
書
簡
に
比
す
れ
ば
公
的
色
彩
の
強

い
著
述
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
う
し
た
心
遣
い
も
必
要
で
あ
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
馬
琴
自
身
の
読
本
執
筆
が
中
断
し
て
い
る
の
は
事
実

で
あ
り
、
そ
の
上
文
政
初
年
の
読
本
出
板
部
数
の
激
滅
は
年
表
類
に

徴
し
て
も
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
か
ら
、
馬
琴
の
篠
斎
宛
書
衡

か
ら
う
か
が
え
る
当
所
の
動
向
に
つ
い
て
、
再
検
討
し
て
み
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
で
あ
る
。

三

当
時
の
本
屋
仲
間
の
記
録
で
最
も
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
の
は
、

大
阪
の
そ
れ
で
あ
り
、
近
時
そ
の
翻
刻
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
っ
そ
れ

を
探
索
し
て
い
る
と
、
次
の
条
が
目
に
入
っ
た
。

差
定
帳
四
番

〔一二
キ‐
一
〕

一　
此
度
三
郷
町
中
御
触
流

一
件
之
控

一　
自
今
新
板
書
物
之
義
、
儒
書
仏
書
神
書
歌
書
、
都
而
書
物
類
其

筋

一
通
り
之
事

ハ
格
別
、
猥
成
義
異
説
等
を
取
交
作
出
儀
、
堅

可
為
無
用
事

一　
唯
今
迄
有
来
候
板
行
物
之
内
、
好
色
本
之
類
は
風
俗
之
為
に
も

よ
ろ
し
か
ら
さ
る
儀

二
候
間
、
段
く
相
改
絶
板
可
仕
候
事

一　
人
く
家
筋
先
祖
之
事
杯
を
、
彼
是
相
違
之
儀
共
新
作
之
書
物

ニ

書
顕
し
、
世
上
二
流
布
い
た
し
候
儀
有
之
候
、
右
之
段
自
今
御

停
止

二
候
、
若
右
之
類
有
之
、
其
子
孫
方
訴
出
候

二
お
ゐ
て
ハ
、
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急
度
御
吟
味
可
有
之
筈

二
候
事

何
書
物

二
よ
ら
す
、
此
巳
後
新
板
物
之
作
者
井
板
元
之
実
名

ハ
、

奥
書

二
為
致
可
申
事
　
　
　
　
　
　
（
石
む

権
現
様
之
御
儀
は
勿
論
、
惣
而
御
当
家
之
」
御
事
、
板
行
書
本

自
今
無
用
二
可
仕
候
、
無
拠
子
細
も
有
之

ハ
、
奉
行
所
江
訴
出

差
図
請
可
申
事

右
之
趣
を
以
、
自
今
新
作
之
書
物
出
候
と
茂
、
遂
吟
味
可
致
商

売
候
、
若
右
定

二
背
候
も
の
有
之
は
、
奉
行
所
江
可
訴
出
候
、

経
数
年
相
知
候
と
も
、
其
板
元
問
屋
共
急
度
可
申
付
候
、
仲
間

致
吟
味
違
犯
無
之
様
可
相
心
得
旨
従
江
戸
被
仰
下
、
享
保
八
卯

年
二
月
三
郷
町
中
触
渡
、
猶
又
同
年
十
二
月

二
も
、
向
後
新
作

之
書
物
致
板
行
候

ハ
ヽ
、
本
屋
行
司
江
下
書
差
出
侯
様
相
触
置

候
所
、
年
久
敷
相
成
忘
脚
之
趣

二
相
聞
、
既
近
頃
吟
味
之
上
御

仕
置
申
付
候
も
の
も
有
之
候
条
、
以
来
右
触
渡
之
通
、
無
忘
脚

急
度
相
守
、
新
作
之
書
物
猥

二
板
行
い
た
し
候
義
、
又
は
有
来

候
板
行
物

二
而
も
、
其
筋

へ
無
断
再
板
彫
刻
売
買
等
致
ま
し
く

候
、
此
後
右
申
渡
之
趣
相
背
候
も
の
有
之
候

ハ
ヽ
、
共
板
元
問

屋
共
吟
味
之
上
、
急
度
可
申
付
候
」
）

右
之
趣
、
三
郷
町
中
端
く
迄
可
触
知
も
の
也

ヽ

卯
十

一
月

右
之
通
被
仰
出
候
間
、
仲
間

一
統
堅
相
守
可
被
申
候
年
　
行
　
司

右
被
為
仰
渡
候
条
承
知
仕
候
、
不
正
之
書
取
扱
不
仕
候
段
、
兼

而
例
年
印
形
仕
候
得
共
、
自
今
以
後
無
忘
脚
急
度
相
守
可
申
候
、

為
其
銘
く
印
形
如
件

（
器
行
司
中
）

文
政
二
卵
年
十
二
月
年
　
　
締榔
行
司
　
③

吉
文
字
屋
市
右
衛
門

海
部
屋
勘
兵
衛

大
津
屋
次
郎
右
衛
門

秋
田
屋
太
右
衛
門

丹

波

屋

栄

蔵（一
〇
八
）

加
賀

屋
弥

助
」

こ
れ
は
、
『
御
触
書
寛
保
集
成
』

三
十
五
に
著
録
さ
れ
て
、
享
保

七
寅
年
十

一
月
に
触
れ
ら
れ
た
出
板
条
令
、
『
大
阪
本
屋
仲
間
記
録
』

で
は

″
享
保
八
卯
年
三
月
十
四
日
々
の
日
付
で
通
達
さ
れ
て
い
る
条

令
、
享
保
改
革
の
施
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
本
屋
問
屋
仲
間

結
成
、
そ
れ
に
伴
う
出
板
に
関
す
る
禁
令
と
し
て
触
れ
出
さ
れ
、
ほ

ぼ
幕
末
に
至
る
ま
で
幕
府
の
出
板
に
か
か
わ
る
金
科
玉
条
と
な
っ
た

御
触
書
の
再
触
な
の
で
あ
る
。
享
保
七
年
か
ら
数
え
る
と
百
年
近
く

経
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、　
〃
年
久
敷
相
成
忘
脚
之
趣

二
相
聞
”

と
い
う
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、　
″
既
近
頃
吟

味
之
上
御
仕
置
申
付
候
も
の
も
有
之
候
条
々
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

綱
紀
粛
正
の
た
め
に
も
再
触
と
い
う
手
段
に
訴
え
ざ
る
を
御
な
か
っ

た
の
で
も
あ
ろ
う
。
吟
味
し
て
御
仕
置
を
し
た
と
い
う
の
が
何
を
指

す
の
か
未
調
で
あ
る
が
、
享
保
の
御
触
書
か
ら
見
て
許
す
こ
と
の
で
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き
な
い
事
件
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
記
録
の
傍
証
を
求
め
て
あ
れ
こ
れ
探
索
し
て
い
る
と
、

『
大

阪
市
史
』
（第
四
上
）
所
収
の
御
触
及
日
違
に
、
文
政
二
年
十

一
月
二

十
八
日
付
で
、　
″
新
作
之
書
物
猥

二
致
板
行
候
儀
、
又
は
有
来
り
候

板
行
物
に
て
も
、
其
筋

へ
無
断
、
再
板

・
彫
刻

・
売
買
等
致
間
敷
候

事
々
と
の
標
題
の
も
と
に
、
『
大
阪
本
屋
仲
間
記
録
』

に
見
出
し
た

と
全
く
同
文
の
御
触
が
あ
る
こ
と
を
発
見
、
当
局
の
意
向
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
『
大
阪
本
屋
仲
間
記
録
』

″
差
定
帳
四
番
力

の
記
録

に
関
連
し
て
、　
″
出
勤
帳
二
十
二
番
々
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
録
が

あ
る
。

出
勤
帳
三
十
二
番

（文
政
二
年
）

一 十
牛
田
触
御
筆
賄
攻
勲
陰
八
年
本
屋
」
仲
間
江
被
仰
渡
候

一
条
、

町
中
江
再
触
被
仰
付
、
右

二
付
取
締
之
義
及
相
談
候
事
、
然
ル

所
、
同
夜
天
満
組
惣
会
所
方
、
年
行
司
不
残
十
九
日
五
ツ
時
、

西
寄
会
所
江
可
罷
出
差
紙
致
到
来
候
事

〆十

一
月
十
九
日
五
ツ
時
、
当
役
不
残
西
寄
会
所
江
罷
出
候
所
、
右

帥脚悔蜘腕牌餞華珊順噺輔
・取踊縣酸迄可被中付旨、請

（
三
八
）

〆
」

十

一
月
対
日
、
別
よ
り
会

右
御
触
流

一
件

二
付
惣
よ
り
会

敦
九
　
は
り
九
　
か
し
久
　
松
平
　
塩
平
　
柏
清
　
藤
弥

河
太
　
か
▼
善
　
河
嘉
介
　
河
木
　
藤
善
　
藤
徳

右
之
通
御
席
有
之
候

御
触
流

二
付
、
於
会
所
惣
印
取
可
中
相
究
メ
候
事

一
会
所
守
、
河
内
屋
佐
助
卜
申
者
へ
可
申
付
相
究
候
事

一
ケ
月

一
貫
五
百
文
　
小
買
物
七
百
五
十
文

加
入
祝
義
（韮
蜘
俸
制
卒）

寄
合
之
筋
、
喜
六
飯
代
百
文
づ

ゝ
佐
助

へ
遺
す

一
惣
印
十
二
月
五
日

二
相
定
、
触
出
候
事

（
三
九
）

〆
」

（中
略
）

十

二
月
五
日
　

　

　

　

　

　

　

　

　

（四
９

一
御
町
触

一
件

二
付
仲
間
惣
印
取
候
事
」

（中
略
）

十
二
月
十
日

一
御
町
触

一
件
、
惣
印
ノ
落
印
取
候
事

一
株
目
録
相
調
候
事

〆
　
　
出
勤
不
残

取
締
り
再
強
化
の
触
書
に
つ
い
て
、
仲
間
の
間
に
徹
底
さ
せ
る
た

め

″
惣
印
”
を
と
る
会
合
が
、
何
度
か
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
示
し

て
い
る
。
更
に

″
裁
配
帳
二
番
″
を
見
る
と
、
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裁
配
帳
二
番
一　
札

一　

此
度
、
従
御
公
儀
様
被
為
仰
渡
候
御
触
書
之
趣
奉
畏
候
、
不
正

之
書
類
売
買
不
相
成
候
儀
、
兼
而
調
印
仕
罷
有
候
所
、
猶
又
以

来
心
得
違
無
之
相
守
可
申
段
、
年
行
司
衆
渉
被
仰
聞
急
度
承
知

仕
候
、
市
度
毎

二
不
正
之
板
本
写
本
等
出
候
共
、
其
品
相
心
得

決
而
売
買
等
仕
間
敷
候
、
万

一
右
御
触
之
趣
不
相
用
売
買
仕
侯

ハ
ヽ
、
如
何
様

二
被
仰
付
候
共
其
節

一
言
申
分
無
御
座
侯
、
為

後
日
印
形
俵
而
如
件

文
政
二
卯
歳
十
二
月

伊
丹
屋
善
兵
衛
③

年
行
司
御
衆
だ
唯
）　
　
　
　
　
　
河
内
屋
徳
兵
衛
①

と
い
う
記
録
が
見
出
せ
る
。　
″
惣
印
”
と
っ
た
上
で
、　
″
年
行
司
御

衆
中
々
に
対
し
て

一
札
を
入
れ
て
、
再
触
の
条
々
に
つ
い
て
遵
守
す

る
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
旧
法
の
道
守
を
指
示
し
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
具
体
的
に
い
か
な
る
取
締
り
方
針
が
示
さ
れ
た
の

か
今
少
し
不
明
確
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
当
局
の
本
屋
仲
間
に
対
す

る
姿
勢
は
、
決
し
て
融
和
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
明
ら

か
で
あ
る
。
文
政
三
年
に
入
っ
て
も
、
再
触
に
つ
い
て
の
記
録
が
見

ら
れ
る
。

二
月
廿
日
、
定
日
よ
り
合

（文
政
三
年
）

（中
略
）

一
　

播
五
呼

二
遣
し
、
買
物
独
案
内
書
損
多
、
御

か
ま

い
之
名
改
字

等
多
、
夫

く
相
敬
候
様
申
聞
、
則
願
本
相
わ
た
し
侯
事

惚
輝
備

鍋
い
税戦
締姥
離
有二都
嬢

一　
例
年
申
合
惣
印
形
登
り
印
帳
粗
出
来
、
伽
之
昨
卯
年
十

一
月
再

御
触
渡
之
御
文
言
加
入
致
度
候
義
、
及
評
義
相
認
見
候
事

〆
　
　
敦
九

・
か
じ
久

・
松
平

・
塩
平

・
は
り
九

・
塩
季

六
月
十
日（中
略
）

塩
平
、
此
二
人
懸
り
在
之
候

二
付
相
除
ク

続
而
正
七
ツ
時
渉
惣
寄
合
改
候
事

柏
清
　
河
太
　
柏
与
　
海
勘
」
大
次
郎
　
か
ゝ
弥

〆
六
人
、
右

一
件
評
定
致
候
事

昨
卯
年
二
郷
御
再
触
有
之
候

二
付
、
惣
印
形
帳
面
小
日
書
認
候

義
、
評
定
之
上
相
極
申
候
事

四

『
大
阪
本
屋
仲
間
記
録
』

〃
出
勤
帳
”
を
見
て
い
く
と
、
文
政
三

年
十
月
五
日
よ
り
文
政
六
年
十

一
月
十
六
日
に
か
け
て
、　
望
二
都
書

幹
取
締
″
の
こ
と
が
頻
出
し
、
内
容
は
今
少
し
不
明
確
で
あ
る
が
、

当
局
と
の
間
に
何
か
い
ざ
こ
ざ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
記
録

を

一
応
提
示
し
て
お
く
、
文
政
三
年
の
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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出
勤
帳
三
十
二
番

（文
政
三
年
）

十
月
五
日
、
定
日
寄
合

一　醐験整．端爛郵依鞘榔彬劾朝ドＷ鞠日二鵬斜願毎螂脚齢敵

事

⌒中
略
）

十
月
廿
日
、
定
日
よ
り
合

一　
大
和
屋
四
郎
兵
衛
か
、
三
教
童
喩
上
ノ
巻
五
所
、
潰
彫
入
候
口

上
書
差
出
ス

（中
略
）

一　
江
戸
一
件
二
付
、
京
都
行
司
へ
三
都
取
締
一
件
之
書
状
相
認
上

ス

一　
両
番
大
源
へ
手
形
さ
し
入
置
候
事

〆
　
　
出
勤
、
つ
る
九

・
は
り
九

・
か
し
休

・
塩
平

霜
月
二
日
寄
合

一　
今
朝
、
京
都
行
事
内
せ
に
屋
庄
兵
衛
殿

・
著
握
勘
兵
衛
殿
両
人
、

於
江
戸
取
締
之

一
件
相
談

二
付
下
坂
被
致
候
、
物
而
当
役
正
午

渉
寄
合
、
京
行
司
両
人
会
所

へ
郷
評
十
、
取
締
之
儀
共
噺
合
申

候
、
尤
及
長
席
酒
飯
差
出
し
候
事
」

〆
　
　
出
勤
、
敦
九

・
か
じ
休

・
は
り
九

・
塩
平

・
塩
季

且
又
、
京
都
方
大
阪
へ
為
取
替
之
書
物
持
下
り
被
申
、
受
取
置

候
、
今
晩
明
三
日
惣
よ
り
合
之
廻
文
出
し
申
候
事

霜
月
二
日
、
惣
寄
合

一　
於
江
戸
三
都
取
締

一
件
之
義

二
付
、
役
中
未
明
渉
寄
合
正
午
時

渉
惣
分
相
招
キ
談
合
候
所
、
不
参
之
仁
多
ク
在
之
、
此
度
之

一

条

ハ
仲
間
規
定
之
儀
故
、
不
参
在
之
候
而

ハ
一
決
難
致
趣
惣
分

被
申
候
、
乍
併
当
役
了
簡
通
り
書
付
認
メ
差
出
し
、
い
ろ
／
ヽ

評
義
致
候

へ
共
何
分
決
定
不
致
候

二
付
、
不
参
之
衆
中
へ
組
く

よ
り
委
細
及
通
達
、
其
上
再
応
も
致
相
談
可
然
之
趣

二
相
成
、

如
例
之
夕
飯
差
出
し
、
惣
分
四
ツ
斗
封
退
席
被
致
候
事
、
役
中

之
内
、
松
平

・
塩
キ
差
支
有
之
闘
席
」

外
組
出
席
之
衆
七
人
左
之
通

河
太
　
加
善
　
藤
善
　
吉
市
　
秋
太
　
海
勘
　
大
治
郎

朝
五
ツ
時
渉
出
勤
、
夜
八
ツ
時
退
席

出
席
、
つ
る
九

・
か
休

ｏ
は
り
九

・
塩
平

夜
八
ツ
時
選
席

同
四
日
よ
り
合

今
朝
、
組
合
之
内
か
じ
ま
屋
休
兵
衛
、
京
行
事
之
旅
宿
へ
昨
三

脚蛯覗拶旨二帥鰺雌姉賊潮麟賤貯帥秩廟廟闘精鰤編期下ヮ

坂
候
所
詮
も
無
之
、
尤
文
言
二
お
い
て
ハ
此
通
り
三
都
共
相
認
、

為
取
替
申
相
対
い
た
し
有
之
候
間
、
何
分
早
く
相
認
ワ
た
し
く

れ
候
様
く
れ
た
ヽ
被
申
候
、
切
之
筆
耕
呼
寄
、
九
ツ
時
分
渉
相

か
ゝ
り
申
候
内
、
八
ツ
時
分
前
京
行
司
両
人
被
参
候
故
、
心
才

橋
南
詰
堺
安
宅
へ
組
合
内
つ
る
が
屋
九
兵
衛
同
道
い
た
し
、
於

彼
座
敷
京
摂
両
地
之
所

ハ
、
改
正
規
定
書
物
之
外

二
付
録
ヲ
書

綴
り
申
義
、
数
か
条
噺
合
い
た
し
候
、
帰
京
ノ
上
御
尤
之
筋
故

書
綴
り
見
可
申
候
、
大
坂
表
も
此
旨
書
取
見
く
れ
候
様
被
申
、
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追
而
京
摂
立
会
相
談
之
上
、
能
キ
所
斗
取
用
可
申
旨

二
相
成
候

！　

今
日
改
正
規
定
帳
而
面
為
取
替
申
候
而
相
済
、
堺
安
席

二
て
京

行
事
中
フ
振
舞
、
跡
方
当
役
加
嶋
休

・
塩
平
被
参
候
而
、
初
夜

時

二
各
く
退
席
」

十

一
月
五
日
、
定
日
よ
り
合

（中
略
）

一
　

三
都
取
締

一
件

二
付
、
先
月
廿
八
日
出
之
京
行
事
渉
書
状
、
十

九
日

二
着
、
則
返
勃
相
認
メ
為
差
登
候
事

〆
　
　
出
勤
、
つ
る
九

・
は
り
九

・
か
し
久

・
塩
季

早
朝
方
出
勤
、
夜
四
ツ
時
退
席

″
三
都
取
締

一
件
力
と
い
う
用
語
で
統

一
し
て
い
る
が
、
内
容
的

に
は

″
仲
間
規
定
之
儀
々
と
い
い

切
改
正
規
定
，
と
言
う
の
で
あ
る
。

所
詮
、
再
触
に
関
連
し
た
二
都
書
津
仲
間
相
互
の
取
締
り
強
化
の
方

策
を
相
談
さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
都
書
癖
間
で
話

し
合
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
も
、
当
局
の
意
向
を
う
か
が
い
な
が
ら

面
従
腹
背
の
交
捗
を
続
け
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

文
政
四
年
の
記
録
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

出
勤
帳
三
十
二
番

（文
政
四
年
）

正
月
十

一
日
定
日

一　
京
都
役
中
之
内
、
前
川
市
兵
衛
殿
外
用

二
而
此
節
下
坂
、
取
締

一
件

二
付
、
大
坂
行
司
之
内
急

く
致
上
京
く
れ
候
哉
、
昨
九
日

敦
九
迄
」
尋
合

二
被
参
候
所
、
間
違
逢
不
申
故
今
日
会
所

へ
相

招
組
合
致
面
談
候
、
然

ル
処
前
市
殿

一
件
引
受
下
り
示
談

二
被

及
候
旨

二
て
無
之
、
只
上
京
之
否
斗
之
尋
合
之
趣

二
相
聞
候

ニ

付
、
大
坂
年
行
司
渉
得
上
京
不
致
返
書
出
し
置
候
趣
申
入
、
井

二
先
達
而
京
役
中
著
勘

・
ぜ
に
庄
両
所
下
坂
之
時
、
京
坂
之
間

之
取
き
ま
り
得
与
申
入
置
候
所
子
今
無
其
儀
、
甚
大
坂
之
取
締

夫
故
及
延
引
有
之
候
間
、
先
違
而
申
入
置
候
義
御
帰
京
之
上
具

二
御
噺
合
被
下
、
京
摂
振
ヶ
合
同
様
之
取
斗

二
い
た
し
度
、
又

く
荒
方
存
寄
申
入
候
掟
書
之
所
も
、
京
都
与
談
合
永
世
仲
間

ニ

相
残
り
申
候
書
き
も
の
故
、
篤
与
申
談
候
上
板
行
可
致
旨
、
其

上

二
て
仲
間
惣
判
取
候
事

二
候

へ
は
、
早
く
御
相
談
可
被
下
旨

ヲ
申
入
候
事
、
及
長
談
候

二
付
、
此
時
於
会
所
前
市
酒
フ
出
し

饗
候
事（中
略
）

巳
正
月
十
二
日

（中
略
）

改
正
規
定

一
件
、
仲
間
惣
判
延
引
申
候
訳
惣
分

へ
噺
合
置
候
、

且
又
此
頃
京
行
司
前
川
市
兵
衛
殿
下
坂
被
致
、
両
年
之
儀

二
候

故
旧
年
十

一
月
は
し
メ
、
京
渉
下
り
被
申
候
行
司
両
人
之
衆

へ
、

全

四

じ

京
坂
之
間
振
り
合
同
様
之
示
談
い
た
し
置
候
」

へ
共
、
其
後
沙

汰
無
之
大
坂
表
此
御
返
事
無
之

二
付
、
何
事
も
得
取
か
ゝ
り
不

申
間
、
御
帰
京
候

ハ
ヽ
御
組
合
へ
委
く
御
噺
合
被
成
、
御
示
談

之
趣
早
く
御
答
有
之
様
申
遺
し
候
訳
、
惣
分
へ
御
沙
汰
い
た
し

置
候
事

出
勤
帳
三
十
四
番

（文
政
四
年
）
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四
月
廿
三
日
、
京
都
行
事
之
内
野
田
次
兵
衛
殿

・
菊
屋
喜
兵
衛

殿
御
下
坂

二
而
、
三
都
取
締

一
件
致
示
談
度
趣

二
付
、
早
朝
渉

於
会
所
集
会
之
上
相
互
二
咄
合
有
之
、
七
ツ
時

二
退
席
致
候
事

右

一
件

二
付
、
廿
四
日
早
朝
渉
役
中
よ
り
合
相
談
之
上
、
先
般

敦
賀
屋
九
兵
衛
殿
井

二
江
戸
下
向
致
被
呉
候
内
秋
田
屋
太
右
衛

門
殴
、
右
御
両
人
、
於
京
都
鞠
布
事
被
申
候

一
件
咄
径
理
之
上
、

京
行
事
江
戸
表
掛
合
之
義
、
得
得
不
被
成
義
も
有
之
様
子

二
相

聞

へ
候
故
、
右
御
両
人
、
役
中
渉
御
頼
申
候
而
、
京
行
事
衆
中

宿

へ
御
出
被
下
、
江
戸
表
之
様
子
其
外
万
事
御
咄
合
有
之
、
荒

増
御
合
点
も
参
り
候
趣
、
当
役
中

へ
御
両
人
″
御
返
事
有
之

ニ

付
、
十
六
日
早
朝
か
、
当
役
不
残
、
松
村
氏

・
田
中
氏
御
両
人
、

京
都
御
行
事
野
次
殿

・
菊
喜
殿

・
河
四
郎
殿

・
小
川
源
殿
以
上

四
人
立
合
之
上
、
三
都
取
締
其
外
京

・
大
坂
両
地
之
申
合
義
共

一
統
相
談
致
、
下
書
相
互
二
認
メ
候
事

一
五
月
七
日
、
京
都
行
事
中
か
、
取
締

一
件

二
付
書
状
到
来
、
よ

り
合
相
談
之
上
、
京
都
へ
返
状
相
認
遣
候
事
、
右

二
付
十

一
日

二
惣
寄
合
致
ス
、
廻
章
相
認
メ
、
佐
助
へ
相
渡
し
置
候
事

出
勤
、
柏
清

・
藤
弥

・
河
太

・
先
役
乏
内
敦
九

（中
略
革

五
月
十

一
、
定
日
よ
り
合
」

（中
略
ヤ

京
都
方
行
事
状
到
来
、
被
見
之
上
相
談
致
候
事
、
但
し
三
都
取

締

一
件
之
事
也

（中
略
】

一　
加
賀
屋
弥
介
方
、
新
渡
唐
本
改
腎
印
判
」
押
遣
候
節
、
別
よ
り

合
入
用
金
百
疋
相
定
メ
有
之
候
処
、
五
七
年
之
間
用
捨

二
預
り

度
段
申
参
り
、
役
中
評
義
之
上
、
作
法

二
相
背

二
当
り
候

二
付

難
出
来
趣
申
聞
せ
候
得
共
、
押
而
願
被
申
候

二
付
、
左
候
得
は

惣
評
談

二
致
呉
候
様
申
被
出
候
故
、
不
相
済
候
事

二
被
存
候
得

共
、
幸
江
戸
取
締

一
件
惣
評
有
之
候

二
付
、
相
談
致
遣
し
可
申

候
段
申
聞
置
、
願
書
差
為
出
候
上
惣
評
可
致
候
事
、
然
ル
処
柏

清
利
解
被
申
聞
候
所
、
願
書
引
帰
り
申
候

一　
江
戸
京
大
坂
取
締

一
件

二
付
惣
寄
会
致
候
、
則
人
数
左
之
通

敦
九
　
柏
与
　
播
九
　
か
久
　
河
吉
　
塩
季

大
治
郎
　
〆
七
人

惣
評
之
上
、
仲
間
中

へ
相
渡
し
候
書
付
文
言
取
極
り
、
夜
四
ツ

半
時
退
席
被
致
候
事

一　
京
御
行
事
中

へ
、
此
趣
之
返
書
相
認
メ
差
登
し
候
事
、
但
し
新

渡
唐
本
四
月
中
為
登
有
之
、
其
段
申
遣
し
候
事
」

相
変
ら
ず
三
都
の
本
屋
仲
間
で
連
絡
を
取
り
な
が
ら
当
局
と
交
捗

を
続
け
て
い
る
有
様
が
読
み
取
れ
る
よ
う
な
記
録
な
の
で
あ
る
が
、

″
八
月
五
、
定
日
よ
り
合
々
で

″
一
三
都
仲
間
申
合
、
箇
条
書
相
調

相
済
候

二
付
下
書
相
認
メ
、
紀
州
表
峯
津

へ
差
下
し
候
事
但
し
藤
河

方
差
下
ス
，
と
あ
り
、
更
に

″
九
月
十

一
日
よ
り
合
ｒｒ
で

″
一
当
月

廿
日
、
仲
間
申
合
之
義
有
之
、
惣
触
書
付
相
認
メ
、
佐
助

へ
相
渡
し

置
候
事
″
と
あ
っ
て

″
九
月
十
日
よ
り
合
”
で

″
一
三
都
申
合

二
付
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惣
印
形
取
候
事
々
と
あ
る
。
こ
の
後
惣
印
に
つ
い
て
の

″
落
印
力
の

件
で
二
三
記
録
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
三
都
取
締

一
件
か
ど
う
か
不
明

確
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
記
録
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
何
と

な
く

一
件
落
着
と
い
う
雰
囲
気
な
の
で
あ
る
が
、
文
政
五
年
に
な
る

と
、　
″
よ
ミ
本
取
締

一
件
力
と
い
う
形
で
新
し
い
問
題
が
生
じ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

五

文
政
五
年
の
読
本
取
締

一
件
に
つ
い
て
の
記
録
を
次
に
掲
げ
て
み

と
つ
。

一　
江
戸
別
添
状
相
談
之
趣
、
則
以
前
之
通
土
地
限
リ
ニ
而
改
い
た

し
候

へ
は
と
か
く
都
合
能
、
至
全
与
是
迄
之
通
、
仲
間

へ
頼
ミ

参
り
候
様
相
成
候
哉

二
被
存
候
趣
申
参
り
候

二
付
、
其
模
様

ニ

相
談

一
決
い
た
し
、
京
都
行
司
中
へ
か
け
合
之
上
、
江
戸
行
司

中
へ
返
答
可
致
候
事

一　
新
渡
唐
本
取
締
方
京
都
伏
見
為
登
之
義
、
今

一
応
再
触
致
し
度

事
相
談
及
ひ
候
処
、
此

一
統
尤
之
事

二
御
申
、
不
遠
触
出
し
可

申
候
事

一　
京
都

・
江
戸
表
か
、
三
都
廻
し
之
品
相
済
候
上
、
添
章
無
之
候

而
は
紛
敷
候
故
、
以
来
文
言
相
極
メ
、
当
地
斗

ハ
京

・
江
戸
ニ

（
九
六
）

不
抱
添
章
出
し
可
申
事
」

（中
略
）

（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓

二
月
ヤ
四
日
⌒中
略
）

一　

江
戸
表
読
本

一
件
之
義
、
当
地
存
寄

一
決
之
趣
、
京
都
江
相
談

二
書
状
差
出
し
候
事

（中
略
）

四
月
朔
日
寄
会

江
戸
行
事
中
渉
書
状
到
来
、
よ
ミ
本

一
件
之
事
、
井

二
河
内
屋

暮
兵
衛
、
よ
し
仲
記
さ
し
構

二
付
、
鼎
臣
ろ
く
板
元

へ
見
せ
候

上
、
日
上
書
被
差
出
候
事
、
右
評
談
之
上
、
即
時

二
返
答
書
相

認
メ
候
事
（中
略
）

四
月
廿
日
寄
会

出
勤
帳
三
十
四
番

（文
政
五
年
）

二
月
五
日
、
定
日
よ
り
合

（中
略
）

一　

江
戸
渉
申
来
り
候
、　
ェ
ミ
本
取
締

一
件
」
、

し
候
処
、
彼
地
之
存
寄
書
状

二
而
申
参
り
、

趣
、
尚
又
廻
り
本
受
取
候
返
事
遣
し
候
事

（中
略
）

二
月
十
五
日
、
八
ツ
時
方
惣
よ
り
会
之
事

一　
江
戸
行
事
中
方
、
続
本

一
件

二
付
書
状
到
来
、
彼
地
二
而
外
本

屋
渉
三
都
廻
し
二
相
成
候
而
は
、
さ
し
急
き
候
も
の
ユ
而
は
間

二
合
不
申
段
、
書
物
問
屋
行
司
中
卜
論
談

二
及
ひ
候
始
末
、
以

書
状
申
来
候
、
諒
瑯
行
司
中
へ
か
け
合
之
上
、
返
事
状
参
り
候

趣
相
談
及
ひ
候
事
」

京
都
へ
相
談

二
遺

追
而
返
事
可
致
候
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摂
生
談
、
願
書
相
認
メ
候
事
」
、
蔵
板
主
河
内
屋
喜
兵
衛

江
戸
読
本
取
締

一
件

二
付
、
京
行
事

へ
返
書
相
認
メ
遣
し
候
事

（中
略
）

四
月
廿
七
計
寄
会

京
都
行
事
中
方
、
読
本

一
件

二
付
江
戸
返
事
状
下
書
到
来
、
井

二
江
戸
表
方
之
届
状
参
り
、
読
本

一
件
之
返
書
、
当
地
卜

一
体

之
趣

二
相
聞

へ
候

二
以
、
則
承
知
之
趣
受
書
貴
報
鑓
艶
歌
事
、

井

二
、
京
都
方
之
江
戸
行
書
状
之
写
相
抽

へ
置
候
事
」

江
戸
行
事
中

へ
、
よ
ミ
本

一
件

二
付
、
京
摂

一
体
之
趣
意

二
而

返
書
遣
し
候
事
、
井

二
、
彼
地
限
り
之
品
三

ｉ
品
割
印
出
し
候
趣

申
参
り
、
返
答
書
相
認
メ
、
尚
又
再
板
も
の
二
品
届
ヶ

二
参
り

候
、
割
印
書
面
遣
し
候
事

（中
略
）

九
月
十
日
、
定
日
よ
り
合

（中
略
）

江
戸
表

へ
、
先
違
而
よ
み
本

一
件
之
返
事
今

二
無
之

二
付
、
又

く
早
く
返
事
被
致
候
様
、
書
状
相
認
メ
差
出
し
候
事

右
書
状
天
源
渉
出
候
、
八
日
限

落
印
之
仁
呼
寄
、
夫
く
印
形
取
候
事

京
都
行
事
中
か
、
今

二
返
事
無
之

二
付
、
早
く
返
事
被
致
候
様

書
状
相
認
メ
差
登
候
、
天
源
渉
出
し
侯
事

（中
略
）

十
月
五
日
、
定
日
寄
会

（中
略
）

二
記同
日
夕
方
、
京
地
方
行
司
壱
人
井

二
先
行
司
渉

一
人

・
老
分
二

人
、
〆
四
人
下
坂

二
而
相
談
之
義
有
之
趣
申
参
り
、
則
魚
仁
席

二
而

一
応
用
向
承
り
置
度
二
付
相
招
候
処
、
老
分
両
人
則
菊
屋

喜
兵
衛
殿

・
野
田
次
兵
衛
殿
被
参
、
三
都
新
規
定
之
事
二
付
示

談
申
度
由
二
而
、
先
方
方
之
趣
意
承
り
及
ひ
候
事

習
六
日
、
同
席

二
而
よ
り
会

一八都す　一呻寺肇串車纂中蜘Υｏ）韓拠唯繭け車籍印蜘一

右
四
人
之
衆
御
下
リ
ニ
而
、
京
板
も
の
添
章
、
彼
地
方
届
無
之

分

ハ
差
出
人
不
申

二
付
、
大

二
さ
し
支
候
趣

二
而
何
分
届
落
し

有
之
候
共
、
跡
方

一
統

二
相
断
可
中
候
間
、
京
摂
之
処

ハ
以
来

万

一
届
落
シ
候
共
、
彼
地
添
章
付
置
候

ハ
ヽ
無
滞
差
出
呉
候
様

御
頼

二
付
、
京
摂
両
地
之
所

ハ
至
全
届
無
之
候
共
、
相
互

二
無

滞
さ
し
出
遣
し
可
申
告

二
示
談
い
た
し
置
候
事
、
尤
先
年
三
都

取
締
新
規
定
三
都
廻
し
之
義

ハ
、
ケ
条
通
大
板
表

二
而
は
急
度

相
用
ひ
居
候

二
付
、
於
京
地
二
も
三
都
立
会
相
定
候
事
故
、
決

而
相
崩
候
事
無
之
候
様
可
被
成
段
呉
く
申
入
、
早
く
二
急
度
御

取
〆
新
規
定
可
相
守
趣
、
京
摂

一
体
之
返
事
可
被
致
候
様
引
合

置
候
事
、
但
シ
松
村
氏

・
浅
野
氏

・
田
中
氏
、
右
二
人
御
招
き

申
、
御
評
談
及
ひ
候
事

朝
五
ツ
時
渉
暮
六
ツ
半
時
退
席

　

　

（
言
じ

出
勤
、
河
太

・
天
源

・
ふ
し
徳

・
ふ
じ
善
」

（中
略
）
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十

一
月
十
二
日
、
惣
よ
り
会

（中
略
）

一　
半
し
絵
入
よ
ミ
本

二
限
り
、
三
都
共
占
規
定
相
用
ひ
可
申
候
様

相
成
候
段
、
仲
間
ふ
れ
相
談
い
た
し
、
触
書

二
印
形
取
候
様
相

談
及
ひ
候
事

一　
江
戸
行
司
中
方
到
来
状
三
都
取
締

一
件
、
返
事
相
談
及
ひ
候
処
、

何
れ
京
都
行
司
中
へ
か
け
合
之
上
、
京
摂

一
体

二
而
返
書
可
致
、

勿
論
当
地
之
了
簡

ハ
、
新
規
定
三
都
廻
し
ハ
急
度
相
立
置
可
申

候

二
一
決
い
た
し
候
事

⌒中
略
）

十

一
廿
日
、
定
日
寄
合

（中
略
）

一　
京
都
役
中
江
江
戸
表
之
返
事
催
促
状
遣
し
候
事

一　
半、
紙、
本、
画、
入、
読、
本、
三、
都、
廻、
し、
、
此、
度、
三、
都、
相、
談、
之、
上、
相、
ふ
メ
候、

趣
、
仲
間

一
統
江
触
書
出
し
候
事
、
則
半
し
帳
江
印
形
取
趣
長

兵
衛
江
申
付
候
事

一　
寒
気
見
舞
之
包
銀
致
し
候
事

一　
十

一
月
十
二
日
、
惣
寄
合
之
節
、
京

・
江
戸

二
而
重
板
出
来
之

節
、
彼
地
行
司
方
差
被
登
候
始
末

一
件
、
差
定
帳
江
抽
申
候

（
一
五
〇
〕

事
」

一　
画、
入、
読、
本
三、
都、
廻、
し、
相、
止、
候、
一
件、
、
差
定
帳
江
抽
候
事

″
差
定
帳
江
抽
候
事
々
と
最
後
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、　
″
差
定
帳
″

に
は
該
当
記
事
が
見
ら
れ
な
く
て
、　
〃
裁
配
帳
”
二
番
に
次
の
よ
う

な
記
録
が
あ
る
。

裁
配
帳
二
番

絵
入
読
本

二
限
土
地
改

二
而
願
遺
候

一
件

一　
昨
邑
年
以
来
新
規
定
後
都
而
三
都
廻
し
仕
来
候
処
、
於
江
戸
表

外
書
林
絵
入
読
本
は
差
急
候
書
故
、
三
都
相
廻
候
は
差
支
之
趣

御
公
訴
及
候
処
、
江
戸
書
林
年
番
渉
引
合
之
上
、
絵
入
読
本
半

紙
本

二
限
、
年
」
ポ
方
江
三
都
差
構
之
有
無
相
尋
候
上
二
而
、

外
書
林
よ
り
直
願

二
茂
相
成
候
様
子
故
、
左
様
相
威
候
而

ハ
為

後
年
不
宜
候

二
付
、
三
都
相
談
之
上
、
右
読
本
画
入
半
紙
本

ニ

限
、
土
地
限

二
而
相
改
、
三
都
廻
し
相
改
、
巳
年
以
前
古
規
定

通

二
而
願
遺
シ
可
申

二
一
決
致
候
事
、
但
シ
古
仲
間
触
出
ジ
印

形
取
置
候
事

文
政
五
壬
午
年
十

一
月

こ
れ
ら
の
記
録
を
併
せ
見
る
に
、
文
政
二
年
の
再
触
の
余
波
と
お

ぼ
し
い
取
締
り
の
一
つ
と
し
て
、　
″
絵
入
読
本
半
紙
本
々
ぞ
れ
は
現

今
言
わ
れ
る
読
本
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
　
〃出
勤
帳
〃　
の
用
法
に
徴
し
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。）
の
出
板
に
際
し
て
は
、
三
都
の
書
津
仲
間
で
廻
し

読
み
し
て
許
可
を
得
る
と
い
う
方
法
を
指
示
し
て
き
た
ら
し
い
の
で

あ
る
が
、
流
行
を
追
う
こ
と
に
急
な
江
戸
書
難
に
と
っ
て
読
本
と
て

例
外
で
は
な
く
、
三
都
廻
し
な
ど
い
う
規
定
で
読
本
出
板
が
遅
滞
す

る
の
は
商
売
上
の
大
打
撃
と
、
恐
ら
く
当
局
側
と
種
★
折
捗
を
続
け

た
結
果
、　
″
古
規
定
相
用
ひ
可
申
候
様
相
成
候
々
と
い
う
結
着
を
見
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た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
―

元
来
、
素
性
正
し
い
物
之
本
は
三
都
廻
し
と
い
う
の
が
原
則
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
の
内
容
が
触
書
通
り
に
遵
守
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
共
に
、
類
板

・
重
板
な
ど
い
う
違
反
行

為
を
も
予
防
で
き
た
わ
け
で
あ
り
、
戯
作
と
は
言
っ
て
も
読
本
は
三

都
廻
し
が
当
然
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
『
近
世
出
版

法
の
研
究
』
（中
村
喜
代
三
著
昭
和
四
十
七
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、　
″
文
化

四
年
九
月
に
は
、
絵
入
読
本
革
双
紙
類
の
出
版
手
続
を
簡
略
に
し
た

（榊
酬
縛
令
▼

″
”
文
化
四
年
九
月
に
は
つ
い
」
隅
職
名
主
四
人
に
、

絵
入
読
本
草
双
紙
類
の
改
掛
を
任
命
し
、
彼
等
が
認
め
て
禁
忌
な
し

と
し
た
も
の
は
、
上
申
に
及
ば
な
い
で
出
版
売
買
す
る
事
を
許
容
し

た
（榊
酬
縛
令
▼
”
と
あ
つ
て
、
文
化
四
年
九
月
か
ら
三
都
廻
し
な
ど

い
う
面
倒
な
手
続
き
は
無
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

物
之
本
と
双
紙
で
あ
る
読
本
と
の
扱
い
に
違
ひ
が
で
き
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
読
本
出
板
の
盛
行
を
も
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
っ

た
。と
こ
ろ
が
、
享
保
の
禁
令
の
再
触
と
い
う
手
段
で
出
板
界
を
規
制

し
よ
う
と
し
た
当
局
は
、
読
本
出
板
の
慣
例
も
旧
に
復
そ
う
と
し
た

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
、
善
悪
は
別
と
し
て
、
寛
政
や
天
保
の
改

革
の
よ
う
に
信
念
を
も
っ
て
事
態
を
取
り
仕
切
っ
た
為
政
者
の
施
策

と
は
違
っ
て
、
確
乎
た
る
信
念

・
方
針
の
も
と
に
実
施
し
た
施
策
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
書
癖
仲
間
の
反
対
運
動
と
妥
協
を
は
か
り
、

龍
頭
蛇
尾
と
い
う
結
果
を
将
来
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

″
古
規
定
相
用
ひ
可
申
候
”
と
い
う
の
は
、
享
保
の
旧
に
復
す
と
い

う
の
で
は
な
く
、
文
化
四
年
九
月
の
旧
に
復
す
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ

と
思
わ
れ
る
。
書
難
側
に
と
っ
て
は
、
読
本
出
板
の
便
宜
を
手
離
す

必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

六

読
本
取
締

一
件
は
か
く
し
て
終
慮
す
る
が
、　
望
二
都
取
締

一
件
”

は
文
政
五
年
に
も

一
二
記
録
さ
れ
て
い
る
。
読
本
取
締

一
件
と
並
行

し
て
い
る
。
文
政
五
年
の
記
録
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

出
勤
帳
三
十
四
番

五
月
十

一
日
、
定
日
寄
合

（中
略
）

一　
三
都
取
締

一
件

二
付
、
江
戸
表
へ
罷
下
り
候
、
諸
人
用
割
仲
間

内
方
集
り
候
金
子
十
両
、
教
賀
屋
九
兵
衛
殿
方
持
参
被
致
、
当

役
中
へ
預
り
置
、
か
り
請
取
遣
し
置
候
事

一　
右

一
件
入
用
金
、
十
七
日
迄

二
河
太
宅
迄
持
参
可
被
致
候
差
紙

相
認
メ
、
左
之
通
遣
し
置
候
事

象
治
郎
ざ
精
友

・
紀
文

・
塩
佐
、
〆
四
軒

ヘ

五
月
廿
日
、
定
日
よ
り
合

⌒中
略
）

一　

三
都
取
締

一
件
江
戸
行
諸
入
用

二
付
、
板
木
所
持
之
仁
方
出
金
、

五
両
象
治
郎
、
五
両
塩
屋
佐
吉
、
金
七
両
河
内
屋
太
介
、
十
弐

両
敦
賀
屋
九
兵
衛
、
金
十
弐
両
柏
原
屋
清
右
衛
門
、
金
十
弐
両

柏
原
屋
与
左
衛
門
、
十
弐
両
河
内
屋
木
兵
衛
、
〆
七
軒
持
参

ニ
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付
受
取
、
借
用
之
内

へ
、
敦
九

へ
河
木

へ
、
右
両
家
へ
利
足
相

添
差
戻
し
候
事
、
算
用
書
は
出
銀
帳
之
奥
へ
抽
有
之
候

〆
　
出
勤
朝
五
ツ
時
渉
夜
五
ツ
時
退
席

藤
善

・
藤
徳

・
天
源

・
河
太

・
新
二
郎
」
）

″
三
都
取
締

一
件
”
の
後
始
末
と
し
て
、
本
屋
仲
間
で
資
金
を
集

め
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。　
″
江
戸
行
諸
入
用
力
な
ど
と
い
う
言
葉

か
ら
は
、
陳
情
の
た
め
大
挙
上
京
し
、
代
議
士
の
日
添
え
で
中
央
官

庁
に
日
参
し
た
り
待
合
で
接
待
し
た
り
で
公
費
を
濫
費
し
て
い
る
現

今
の
永
田
町
界
隈
の
風
景
を
紡
彿
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
表

面
に
記
さ
れ
た
数
十
両
の
金
子
だ
け
で
事
は
済
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、

文
政
の
政
治
情
況
か
ら
は
裏
工
作
の
存
在
を
も
つ
い
想
像
し
た
く
な

る
の
で
あ
る
。

八
月
十
日

（文
政
五
年
）

一　
江
戸
行
司
状
、
七
月
十
八
日
出
当
月
八
日
着
、
右

一
件

二
付
寄

合

一　
右

一
件

二
付
、
明
後
十
三
日
惣
寄
会
、
則
廻
章
会
所
守
江
相
渡

し
置
候
事
（中
略
）

八
月
十
二
日
、
惣
寄
合

一　
江
戸
方
書
状
到
来
、
三
都
仲
間
取
締

一
件

二
付
申
参
り
候

一
義
、

当
役
評
義
之
上

一
統
江
示
談
致
、
京
都

へ
尋
書
状
差
出
し
可
申

候
様
評
義

二
付
、
出
日
走
リ
フ
以
書
状
相
認
メ
、
井

二
江
戸
行

事
状
写
し
差
登
申
候
事

一　
仲
間
之
内
、
親
類
別
家
へ
板
木
株
仕
分

二
遣
し
候
節
、
売
買
之

品

二
無
之

二
付
、
帳
切
料

一
統
相
談
之
上
取
極
り
、
則
差
定
帳

へ
委
細
抽
置
有
之
候
事

寄
合
人
数
吉
市
　
海
勘
　
秋
太
　
か
ゞ
弥
　
柏
清
　
藤
弥

加
賀
善
　
播
九
　
松
平
　
塩
平
　
〆
十
人
出
勤

（中
略
）

八
月
十
日
、
定
日
寄
会

（中
略
）

一　

江
戸
表
渉
、
三
都
仲
間
取
締

一
件
之
義
申
来
り
、
惣
評
致
候
節

松
村
氏
相
招
キ
申
談
候
事

一　
京
都
行
司
渉
書
状
参
り
、
返
書
遣
候
事

一　

江
戸
状
返
書
認
、
日
く
届
物
も
申
遺
候
事

望
一一都
仲
間
取
締

一
件
”
と

い
う
言
葉
が
新
し
く
出

て
く

る
、

″
仲
間
”
が
入
っ
て
い
る
だ
け
、
内
容
は
違
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
内
容
は
よ
く
判
ら
な
い
。　
″
右

一
件
々
に
該
当
す
る
件
が

見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
屋
仲
間
同
士
で
の
取
り
決
め
に
つ
い
て

の
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
。

文
政
六
年
に
な
る
と
、
又
次
の
よ
う
な
記
録
が
見
ら
れ
る
。

出
勤
帳
三
十
五
番

四
月
五
日
、
定
日
寄
合

（中
略
）

一　
書
林
組
江
戸
積
仲
間
渉
口
上
書
差
出
し
候

二
付
、
評
義
之
上
仲
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間
触
書
相
認
メ
差
出
し
候
事

（中
略
）

十

一
月
五
日
定
日

（中
略
）

一　
江
戸
積
書
林
組
当
番
代
吉
文
し
や
う
の
方
、
日
上
書
差
出
し
申

候
、
積
下
し
之
義
定
法
猥
リ
ニ
不
相
成
候
様
致
度
旨
二
候
故
、

則
此
段
江
戸
仲
間
へ
も
具
二
申
通
し
呉
候
趣

二
付
、
彼
表
三
組

行
事
へ
申
遣
し
、
江
戸
仲
間
取
締
之
儀
書
状
相
認
出
ス
、
尤
書

林
組
名
前

一
く
書
付
遣
し
置
候
也

同
廿
六
日
、
七
ツ
時
方
惣
よ
り
合

二
付
別
寄

（中
略
）

一　
新
規
定
取
締
之
儀
、
其
後
京
方
何
等
之
義
も
沙
汰
無
之
候
故
、

京
摂
受
方
之
儀
相
尋
申
候
所
、
昨
年
京
行
事
下
坂
二
て
其
節
之

年
行
事
引
合
置
候

ハ
、
江
戸
取
締
之
為

二
致
候
新
規
定
之
儀
ニ

候

へ
は
、
京
摂
之
間
は
い
か
様
と
も
仕
法
い
た
し
、
江
戸
表
之

所
は
新
規
之
取
締
相
用
申
儀
、
京
摂
汐
急
度
申
遣
し
度
旨
申
入

候
処
、
帰
京
之
上

一
同
相
談
い
た
し
返
答
可
彼
致
よ
し
二
相
聞

へ
候
、
是
は
当
役
心
得
之
為

二
篤
組
方
承
置
候
也

こ
の

″
新
規
定
取
締
々

に
つ
い
て
も
、
内
容

は
不
明
で
あ
る
。

″
江
戸
仲
間
々
と
か

″
江
戸
取
締
々
と
か
の
語
が
あ
る
の
で
、
江
戸

本
屋
仲
間
の
新
し
い
取
締
り
規
定
の
上
方

へ
の
準
用
問
題
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。　
″
江
戸
″
に
対
し
て

″
京
摂
之
間
は
い
か
様
と
も

仕
法
い
た
し
力
な
ど
あ
り
、
仲
間
内
で
適
当
に
や
り
ま
し
よ
う
と
言

っ
て
い
る
よ
う
に
も
取
れ
、
三
都
本
屋
仲
間
で
神
経
を
と
が
ら
し
て

い
た

″
三
都
取
締
”

″
よ
み
本
取
締
”
、
三
都
仲
間
取
締
”
の
各
件

に
比
す
る
と
、
何
と
な
く
余
裕
の
あ
る
書
き
表
し
方
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、　
″
裁
配
帳
々
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

裁
配
帳
二
番

江
戸
積
書
林
組
当
番
渉
日
上
書
フ
以
、
仲
間

一
統

へ
取
締
之

触
出
シ
致
呉
候
様
申
出

二
付
、
相
調
候
上
左
之
通
仲
間
中

ヘ

相
触
候
事日
　
達

一　
江
戸
積
間
屋
廿
四
組
之
義
は
、
先
年
厳
敷
取
締
出
来
候
初
、
仲

間
内
廿
弐
軒
方
廿
四
組
江
戸
積
間
屋
仲
間
行
事

へ
掛
合
、
書
林

組
与
唱
へ
一
組
相
立
、
則
其
節
江
戸
積
間
屋
行
事
渉
御
公
儀
江

願
上
株
札
フ
請
、
組
内
方
年
番
弐
人
宛
相
勤
、
申
合
厳
重

二
取

究
有
之
候
所
、
近
来
右
組

へ
も
無
加
入
江
戸
取
引
被
致
、
尤
積

下
シ
等
も
猥
リ
ニ
相
成
、
書
林
組
申
合
も
相
崩
、
其
上
唐
本
和

板
物
二
至
迄
不
正
之
品
不
取
締
二
も
可
相
成
哉

二
候
故
、
向
後

書
林
組
申
合
、
永
久
取
究
相
崩
不
申
様
致
度
段
、
仲
間
江
戸
積

組
渉
申
出
候
間
、
向
後
江
戸
取
引
致
候
仁
勒
詠
之
名
前
、
御
公

儀
様
江
奉
申
上
、
加
入
人
数
都
合
取
極
候
上
」
以
後
増
減
不
相

成
候
、
依
之
組
へ
も
不
相
加
江
戸
取
引
致
候

ハ
ヽ
、
自
然
猥
り

二
可
相
成
基
二
候
間
、
組
年
番
江
申
出
、
引
合
之
上
二
而
相
加

り
可
被
申
候
、
尤
組

へ
も
入
ら
す
江
戸
取
引
堅
被
致
間
敷
候
、
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則
此
度
江
戸
表
へ
も
申
遣
シ
候
間
右
致
通
達
候
、
巳
上

文
政
六
末
年
四
月

年

行

司

印

七

文
政
二
年
の
再
触
よ
り
始
ま
っ
て
文
政
六
年
に
至
る
ま
で
、
当
局

側
の
意
向
に
よ
っ
て
、
何
か
と
取
締
り
方
法
に
つ
い
て
細
か
い
千
捗

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
結
果
は
、
松
平
伊
豆
守
信
明
の
卒
去
に
よ

っ
て
現
出
し
た
水
野
出
羽
守
忠
成
と
側
用
人
土
方
縫
之
助
の
結
托
で

の

″
請
託
の
政
治
”

（三
上
参
次
著

『江
戸
時
代
史
と
　
を
具
現
化
し
た

も
の
と
言
え
た
。
泰
山
鳴
動
し
て
、
鼠

一
匹
飛
び
出
さ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
色
々
な
折
捗
に
よ
っ
て
、
取
締
り
方
針
は
中
途
で
引
込
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
局
と
の
折
捗
に
骨
が
折
れ
た
だ
け
で
、
実
害

は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
本
屋
仲
間
と
し
て
は
、
寛
政
の
改
革
の
苦
い
体
験
も
あ

り
、
殊
に
大
阪
で
は

『
絵
本
太
閣
記
』
の
絶
板
と
い
う
身
近
か
な
打

撃
も
あ
っ
て
、
当
局
の
意
向
に
神
経
質
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
事
実
、
読
本
出
板
の
在
り
様
に
つ
い
て
、
更
に
は
人

情
本
発
生
時
の
出
板
の
動
向
に
つ
い
て
、
強
い
影
響
を
与
え
た
徴
候

が
見
ら
れ
る
。
読
本
出
板
の
在
り
様
な
ど
に
つ
い
て
は
、
既
に

『
読

本
の
世
界
―
江
戸
と
上
方
―
』

（拙
編
・
世
界
思
想
社
）
に
お
い
て
詳

述
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
人
情
本
の
在
り
様
に
つ
い
て
は
、
い

ま
だ
詳
細
に
触
れ
得
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
よ
う
。
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